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パナソニックインフォメーションシステムズにおいて、
メインフレーム開発から海外ERPパッケージ導入を担当
また営業としても数多くのパッケージやSaaSの販売を担当

インド・アメリカの勤務経験を経て、マーケティング・新事業開発に従事し
今はDXコンサルタントとしてERP・CRM/SFAソリューション選定支援、
データ分析・連携のアドバイザリーサービスを行う
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PX紹介
Panasonic Transformation
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パナソニックのDXは何が難しいのか？

・・・ くらし事業 車載機器
B2B

ｿﾘｭｰｼｮﾝ
・・・

Microsoft Office 365

中国

米国

くらし事業 車載機器
B2B

ｿﾘｭｰｼｮﾝ
・・・

くらし事業 車載機器
B2B

ｿﾘｭｰｼｮﾝ
・・・

くらし事業 車載機器
B2B

ｿﾘｭｰｼｮﾝ
・・・

経営管理

製造

顧客管理

調達

設計

販売

セキュリ
ティ

インフラ

流通

日本

業
務
プ
ロ
セ
ス

事業領域

パナソニックグループ＝多事業の集合体

「事業×リージョン×業務」マトリクス経営
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PX Panasonic Transformation

パナソニックグループのDX

PXで変わる、PXで変える
わたしの働き方・生き方

パナソニックのDXを推進する力
情報システム部門の新たな使命

データ駆動経営の実現へ
PanasonicTransformation

事業の競争力強化に向けて、
働き方・ビジネスを変革、経営のスピードアップを目指しています。

https://www.youtube.com/watch?v=Jk7aSC3TvY8https://www.youtube.com/watch?v=5q3dSebHxOg https://www.youtube.com/watch?v=yGQF0oGmLGA

http://www.youtube.com/watch?v=Jk7aSC3TvY8
http://www.youtube.com/watch?v=5q3dSebHxOg
http://www.youtube.com/watch?v=yGQF0oGmLGA


8
パナソニックのPX

DXの取り組み

情報システムだけではDXは失敗。だからこそ全ての層をPXで変える

組織
風土

組織、カルチャー、マインド、
上司部下の関係、働き方

業務プロセス、商慣習、契約形態
ステークホルダーとの関係

情報システム、データ

全社の
プロセス

情報
システム







一般市場向けビジネス
パナソニックISの外販

私たちは、デジタルと人の力で「くらし」と「しごと」を幸せにするために、
お客さま、お取引先さま、従業員に、ITによる本質的な価値を提供、経営に直接貢献します。

パナソニックグループでの挑戦を通じ、B2B市場へ価値を提供
施設空間

文教•自治体

累計導入件数270校

パナソニック（株） エレクトリックワークス社
との協業案件

TOKYO TORCH常盤橋タワー 
来館者受付システム

東京スカイツリー
チケッティングシステム



VUCA時代のデータ駆動型経営基盤
W/F
OCR

基幹
ERP

データ
連携
PF

データ
分析
PF



11VUCA時代のビジネス環境の変化
 VUCA時代には、羅針盤に加えて、より詳細な情報を見せてくれるコックピットが必要
 企業の経営情報を統合し、データ駆動型経営を推進する基盤を整えることが重要

地球温
暖化

新型コロ
ナ感染

ウクライナ
侵攻

各国の
法規制

過度な
円安

資源高

価値観
の変化

ニーズの
多様化

ＶＵＣA



ERPのトレンド ~未来志向へ~

販売  生産  会計  人事 
アプリ アプリ アプリ アプリ

全社レベルで
統合されたシステム

統合DB

要素や部品を
組立て構成するシステム

会計  人事 
アプリ アプリ

統合DB

連
携
基
盤

生産
アプリ

販売
スクラッチ

経費精算 就業

良いとこどりの
適材適所型システム

アプリケーション基盤

AP AP AP
AP

AP

AP AP AP AP

追加

AP

改修

削除

変わらぬ経営課題に対応すべく
ERPは個々の時代に併せて常に進化し続ける必要がある

これから求められるものは作れるコンポーザブルERP
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モダンERP ポストモダンERP コンポーザブルERP



13データ駆動型経営基盤の必要性 ~ヒアリング・調査の限界~
忖度や個人の意見が本質・事実を見えにくくする
当たり前の業務や不都合な真実は出てこない

実施項目 システム調査
（システム稼働状況）

現場ヒアリング
（システムへの要望・要求）

把握できる事 ・機能数
・帳票数
・マスタ/トランザクション件数
・データ連携項目

・現行システムにある機能は残してほしい
・個人/部門最適視点からの要求
・低頻度/イレギュラー対応のシステム化
・集計作業・会議資料を自動化したい
・管理項目を追加変更したい

把握できない事
（当たり前・不都合な事）

・入力時間やその頻度およびコスト
・個別管理エクセル
・転記作業の量や頻度
・部門ごとの管理項目違い
・入力間違い箇所やその多さ
・属人的/不適切な処理

現状の業務プロセスをデータで可視化して、事実を把握する

標準化・効率化できるポイント

業務品質の高位平準化できる



14データ駆動型経営基盤の必要性

実データに
基づく分析 プロセス可視化 改善ポイント特定 リアルタイム

モニタリング

忖度や個人の意見が本質・事実を見えにくくする
当たり前の業務や不都合な真実は出てこない

業務の実データの把握により
①業務プロセスを可視化
②個人の仕事内容・処理量・品質を可視化
③可視化することで事実が分かり、真の改善ポイントが明確になる



15データ駆動型経営基盤の整備
企業の根幹となる財務・非財務情報、予算・収益情報を自由に使えることが重要
分散された様々なデータ元へアクセス・収集・加工するための仕組み作りが重要

構
造
化

非
構
造
化

オンプレデータ

クラウドデータ

パブリックデータ

コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト

データ分析プラットフォーム
その他データ



データ駆動経営を支えるソリューション

① コンサルティングサービス
② 作れる国産ERPパッケージ Biｚ∫
③ アプリ開発プラットフォーム イントラマート
④ データ連携プラットフォーム AI-OCR  ASTERIA
⑤ データ分析プラットフォーム

W/F
OCR

基幹
ERP

データ
連携
PF

データ
分析
PF



17コンサルティングサービスメニュー（構想企画、RFP策定、PKG選定）
弊社は、貴社の状況やお悩みに合わせ、システム構想企画からシステム構築・運用保守をご支援します。
基幹システムや周辺システム構築に関するサービスとして、３つのコンサルティングサービスを提供します。

① 構想企画

② RFP策定

③ パッケージ選定

■システム構築

■運用保守

現行業務・システムの情報・経営情報をご提供いただき、経営層・現場ヒアリングを
実施し、課題・要求事項を整理し、目指したい姿・新業務を策定します。
目指したい姿を実現するITロードマップ・実行計画を策定します。

目材したい姿・要求事項からシステム要件を取り纏め、RFI/RFPを策定します。

パッケージベンダーからの回答・提案内容を精査・比較し、貴社の目指したい姿に
合致するベンダー・パッケージを選定します。



データ駆動経営を支えるソリューションモデル 18

APF

会計販売 フロント

作れる国産ERPを中心に開発基盤・データ連携基盤・データ分析基盤を配備
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Cloud/SaaS

他サービス つながる

ERP

フロント 会計 販売 人事 
給与 MDM

APF

進化する

Add on開発
部品1 部品2

部品3 部品4

組立られる

組み合わせ自在

Low/No Code
開発

※Gartner, 未来のERPは「コンポーザブル」になる, Koji Motoyoshi, 5 January 2021
GARTNERは、Gartner Inc.または関連会社の米国およびその他の国における登録商標およびサービスマークであり、同社の許可に基づいて使用しています。All rights reserved.  © 2022 NTT DATA BIZINTEGRAL Corporation

Biz∫の将来方向性 ～コンポーザブル・テンプレート・ Cloud/SaaS 19

Gartner®によると、「未来のERPは『コンポーザブル』になる」としています。（※）
Biz∫では、コンポーザブルERPの考え方を踏まえ、『進化する』、『つながる』、『組立られる』 ERPを目指しています



20豊富な採用実績を持つ国産ERP - Biz∫(ビズインテグラル) -

APF 共通マスタ
統合データベース

会計 販売
人事給与 MDM

BI

ASTERIA

一般会計

管理会計

債権債務

資産管理

販売

購買

在庫

直送

マスタ管理

集配信

人事

給与

ポータル ワークフロー

オリジナル
業務系
アプリ

オリジナル
情報系
アプリ

フロント
稟議申請

旅費精算

振替申請

RPA

簡易集計・分析

画面生成自動化 帳票設計 複数会社運用

 旅客業様グループ会計（1兆以上）：92.6％
 製造業様グループ会計（8,000億）：88.0％
 製造業様グループ会計（3,000億）：89.2％
 小売業様 （2,000億）：95.3％
 放送通信業様 （1,000億）：94.3%

高い業務適合性採用数1,600社超の豊富な実績

豊富な標準機能と開発基盤を兼ね備えた コンポーザブルERP



Biz∫の特長 〜ユーザ中心型ERP〜 ポータル画面から業務アプリへのシームレス連携
ユーザ毎に必要なタスク・情報をポータル画面に表示。迅速な意思決定や業務効率化へ寄与

【簡易レポーティング】
業務に必要な情報を必要な人に 『見せる』
購買担当者に「納期遅延の一覧」
営業担当者に「当月の売上一覧」 など

経理担当

【表・グラフ】
分かりやすくタイムリーに『見せる』
案件別の当月予実比較
組織別売上高の推移など

ログイン画面 ポータル画面 業務画面

■仕訳登録画面

■ワークフロー承認画面

責任者

【ワークフローデータ一覧】
自身の未承認案件を 『見せる』
出張旅費申請
備品購入申請など

21



Biz∫の特長 〜ユーザ中心型ERP〜 ワークフローエンジンが実現する迅速な意思決定
国内外に多くの実績を持つワークフローエンジンを搭載、迅速な意思決定とペーパレス化を実現

部門Ｂ

ワークフローによる稟議・承認の電子化・取引内容の可視化

・・・

ポータル画面

起案

承認

確定

承認

条件分岐

伝票登録画面

ポータル画面上に自身の承
認案件を表示

伝票への証憑添付が可能
（一般会計、債権、債務、経費）

申請

完了通知

通知

承認

承認

通知

 確実に証跡を残すことにより不正を防止し、内部統制を強化するシステム構築が可能
 申請内容による条件分岐や承認者の自動判別等、日本の商習慣にフィットした申請業務を実現
 組織・役職に加えてロール等のきめ細かい権限割り当てが可能で、人事異動等にも迅速に対応
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Biz∫の特長 〜ユーザ中心型ERP〜 ワークフローエンジンが実現する迅速な意思決定
複雑なワークフロー設定をノンプログラミングで簡易に実現

 複数の承認ルート
 多段階承認への対応

 代理承認者による業務運用

 受注金額による分岐条件の設定
【例】 5万円未満 → 少額承認（上長承認のみ）
 5万円以上 → 上長承認後、部門長承認

主なワークフロー機能

差戻し・引戻し 承認者による差戻し、申請者による引戻し

代理承認 代理者による承認

一括承認 複数の申請に対する一括承認

連続承認 複数の申請に対する承認の連続実行

分岐処理 申請内容（役職、金額等）によるルートの分岐

同期処理 分岐したルート全ての承認が完了しなければ、次
の承認者へ進まないよう制御

メール通知 各アクション（承認、差戻し等） 後のメール配信

自動催促 処理を促す通知(メール)を送信

根回し 案件処理の際に根回し（メール）を送信

ワークフロー
利用制御 ワークフローの有無を制御

ルート有効期間
管理 ルート設定の世代管理
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Biz∫の特長 〜機能開発の容易性〜

 開発基盤であるintra-mart およびBiz∫APFでは、多彩な開発ツールを具備しています。
 業務パッケージの標準機能を活用しつつ、開発基盤層で標準化された共通部品や共通マスタを効率的に活用することで、

独自要件にそったアプリケーションを構築にも柔軟に対応します。

開発基盤上でBiz∫シリーズとの親和性が高い独自アプリを構築可能

拡張システムA

拡張システムB

拡張システムC

拡張システムD

旅費精算

振替伝票

稟議申請

社員立替

請求書払

小口現金

販売

購買

見積
債権

債務

財務会計

原価計算

資産管理

管理会計

在庫

ワ
ー

クフ
ロー

ワ
ー

クフ
ロー独自

ロジック

グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア

文
書
管
理

独自
ロジック

ワークフロー ポータル ViewCreator BPM
共通マスタ ルールエンジン RPA ソーシャル

Webリッチクライアント 帳票開発 バッチ連携 非同期タスク
画面開発 マルチテナント 共通マスタ 多言語・多通貨

Point
共通基盤上で保持する

様々な開発機構

Point
パッケージ標準に影響のない

開発手法で独自業務にも対応

Point
ビジネスモデル変化時に必要となる
システムを共通基盤上に拡張開発

APF
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パナソニックのAI-OCRソリューション

サービス名 WisOCR WisOCR for 注文書・請求書
認識可能な
帳票様式

定型（固定フォーマット） 非定型（帳票ごとに異なるフォーマット）

対象帳票 さまざまな汎用帳票：
申込書・アンケート・勤怠表など

特定帳票：
注文書・請求書・領収書（見積書・納品書）

特徴 ・事前に認識箇所を設定
・複数のフォーマットを登録可能
・認識項目ごとに文字種等の詳細設定が可能なため安定し
た

精度で認識

・事前の認識箇所設定が不要
（AIが判断して主要項目を自動取得）
・注文数等に応じて明細行が可変する場合でも
明細表のデータ化が可能

向いている業務
(活用例)

・さまざまな部門の定型帳票
（人事のアンケート、総務の入退カード申請書）をデータ化
・大量の定型帳票を日々入力

・取引先ごとにフォーマットが異なる注文書・請求書のデータ
入力業務

・金額等の記載位置が異なるレシートや領収書のデータ
入力業務

25



注文書・請求書AI-OCR 3つの特長

３

２ 明細情報のデータ化
高精度な明細認識と属性付与機能で明細情報もデータ化

1 高精度AI-OCRによる自動認識
“事前設定なし”で注文書、請求書、領収書を高精度に認識

高操作性＆OCR認識処理速度
AI-OCR業界でも高水準の処理速度で認識

26



充実した便利機能

お客様からご要望いただいた数多くの機能を搭載
実務の徹底的な効率化を実現

様々な用途の帳票認識

バーコード、QRコードの認識に対応。
チェック箇所の認識にも対応

スキャン画像のファイル名自動設定

認識結果にファイル名を設定してPDFや画像を保存

指定フォルダーへの自動振り分けフォルダー監視での自動処理

ファイル名やOCR認識結果を利用して、自動振分帳票画像が指定フォルダーに保存されると、自動的に
OCR処理を開始

27



多様なシステム連携（属性付与機能）

明細項目に属性を付与する事で様々な形式の明細表でも
1つのCSVデータで出力可能

共通の項目名に属性付与することにより、
明細形式が異なっても、一つのCSVデータにできる

28



データ連携 16年連続No.1シェア ASTERIAの取組み

インフォテリア社と
包括的業務提携

Salesforce
アダプター販売

ASTERIA Warp ソリューションを手がけて20年超

R2 3

EAI(システム連携)用途

ESB(システム統合基盤)用途

クラウド・スマートデバイス連携

B2B/EDI用途

ビッグデータ・IoT・API用途
サブスクリプションモデル
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ASTERIA Warp・Salesforceアダプター 導入実績
■2022年 EAI／ESB市場シェア ■導入社数

16年連続No.1シェア

テクノ・システム・リサーチ
「2022年ソフトウェアマーケティング総覧 EAI/ESB 市場編」

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 年度

10,000社超

ASTERIA Warp導入社数No.1

■オリジナルアダプター（Salesforce）導入実績

Ver.1.1

機能

Ver.1.2
Ver.2.0
• SQLBuilder機能追加
• BulkAPI機能追加

Ver.2.1
Ver.2.2

Ver.2.4
・ListQuery 機能追加
・BulkQuerySelect 機能追加

Version
BulkAPIの場合
通常更新と比較して
約3.7倍の速度向上

Ver.3.0

アクセス回数を最小限に抑え
大量データ取得が可能に

Ver.2.3

Ver.3.1

160社超
2023年3月末現在

Ver.3.2

Ver.4.0
• REST APIコンポーネント追加

Ver.4.1
• REST Upsert 処理件数増加
• コンポーネント置き換え機能（SOAP⇔REST）

Partner of the Year 受賞
(2015・2016・2019)

Excellent Partner 受賞
（2013・2020・2021）

Project Award 受賞
（2020・2021）

■弊社からのご導入企業様（380社超）
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データ＆アナリティクスソリューションのワンストップ提供

ビジネスアナリシスと
 データ分析

現場の課題解決・成果創出を支援

アナリティクス
プラットフォーム

データ＆アナリティクスソリューションのワンストップ提供

つながる

新たなお役立ち

現場のデータ利活用環境を拡充
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データ分析基盤導入の進め方

パナソニック インフォメーションズ（株）
データ＆アナリティクスソリューション本部

 データ戦略策定から、基盤構築・導入、活用定着まで、現場と伴走し、ワンストップで対応

データ戦略策定／業務再設計 データ統合・活用
（データ収集／加工／分析・可視化）

業務試行・定着化
および評価・改善検討

• ビジネスニーズや事例を基にデータ
利活用ケースを整理。

• データ蓄積のロードマップ策定
• データ駆動な標準業務化のデザ

イン

 データ駆動基盤導入
• データレイク・DWH・DM・データカタログなど
• データ駆動基盤の設計・構築方法
• データ、アーキテクチャ・モデリング設計

（パフォーマンスの高くBIツールを活用するための
データ設計設計）

 データ活用のフロントエンドとの連携（DIYA等）

• 業務試行・定着化に向けた
評価、および改善点の洗出し

アジャイル・循環型で
スパイラルアップ

データ収集

アプリ
オーナー

源泉アプリ
担当

適用推進

分析アプリ
担当

運用

開発

システム

利用者

源泉
アプリ

データ
ドリブン
基盤

分析
アプリ

開始 データ利活用に関す
る要望の企画

利用者から
データ利活用要望を
ヒアリング／具体化

データ利活用の目的
達成に必要なデータ

を定義
運用に

データ提供依頼

分析アプリ担当から
テーマ定義書の内容
をヒアリングし整理

データドリブン基盤に
必要データが存在するか

2

3
1

テーマ
定義書

Yes

No

１

2 3 4

5 6

テーマ
定義書Operational

Excellence
Value

Creation 今後求められる領域従来の機能

XX領域

DS活⽤
機会

DS活⽤
機会

DS活⽤
機会

DS活⽤
機会

DS活⽤
機会

DS活⽤
機会

DS活⽤ DS活⽤
機会 機会

DS活⽤
機会

DS活⽤ 機
会

DS活⽤ 機
会

DS活⽤
機会 DS活⽤

機会

DS活⽤ 機
会

DS活⽤ 機
会

DS活⽤ 機
会

DS活⽤ 機
会

DS活⽤ 機
会

X
X
領
域
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データ駆動経営を加速するためのデータ分析基盤の全体像

ビジネス現場で
セルフサービス型

IT経営の実現

技術サポート

分析テンプレート

教育サービス

データサイエンティスト
によるサポート

DIYA-セルフ分析基盤

データ駆動基盤 ・ その他 関連基盤など

Basic分析 Advanced分析

プロアクティブリアクティブ

記述的
何が起きているか、何故起きたか

予測的
何が起きるか

処方的
何をすべきか

統計分析ツールBIツール

アクション・
意思決定

DIYA⁻DWH

データ加工・転送サーバ データベース ＋オプション

セキュリティ・データ品質管理 / 基盤運用(稼働・障害) / 先進IT技術
マーケティング IoT 製造社内業務データ

※約23万項目
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 ビジネス現場でセルフサービス型データ分析が活用定着するまで、現場と伴走



データ分析基盤の概要

 データ分析基盤はSSOT機能を備えるデータレイクと業務加工機能を備えるDWH・DM
データ定義と所在管理機能を備えるデータカタログから構成される共通プラットフォーム

データ活用プラットフォーム源泉 PX-データ駆動基盤

システムi

システムii

システムiii

データレイク DWH・DM

DWH DM収集層 蓄積層 提供層

Single Source Of Truth 機能
（源泉システム無加工データ統合管理）

業務加工機能
（ニーズに最適なデータ加工・提供）

データカタログ
データ定義・所在管理機能

（データ所在／定義／関連性／依存関係 管理）

データ
移送

データ
移送

データ
移送

データ
移送

一次保管 永久履歴保管 要求単位提供 テーマ最適化構造化

テーマA

テーマB

YYYY/MM/dd

YYYY/MM/dd

BI ソリューション

機械学習ソリューション

データ駆動基盤 Azure
リソース

データ
保管層 機能凡例：

DIYA
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グループA社向けデータ分析基盤事例

DIYA

 「データ分析経営」実現のため、いつでも・誰でも・どこでも、同じ定義・粒度・鮮度の
データを安心安全に活用できる全社デジタルデータ基盤をクラウド上に構築

データ活用プラットフォーム源泉 データ駆動基盤

システムi

システム
ii

システム
iii

データレイク DMDWH

収集層

一次保管

蓄積層

永久履歴
保管

提供層

要求単位
提供

経営管理DX DWH

営業DX DWH

モノづくりDX DWH

SCM DWH

EMDBD用DM

DS用DM

国内拠点用DM

海外拠点用DM

保管可能なデータ形式の柔軟性と
保管コストの安価さから源泉アプリの様々な
RAWデータを集約管理

事業分社・統合化により分散した
各領域のデータを統合し、全社の
データ品質を向上

データの利活用要件に最適な形に
データを加工・保管

源泉無加工データの統合管理 全社横断管理データの保管
データ利活用アプリへの

データ最適化

BIアプリ

業務アプリケーション

役
割

・
・
・

・
・
・
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グループB社向けデータ分析基盤事例

ITアーキテクチャ データガバナンス運用機能

 B社共通のデータ分析基盤（Azureベース）を構築
 各組織ごとの既存データ分析基盤をデータカタログポータルを通して論理的に統合
 データガバナンスルールを基に、データガバナンス部門がデータカタログポータルを運用

論理的統合

分社A
データ駆動基盤

分社B
データ駆動基盤

分社C
データ駆動基盤

分社D
データ駆動基盤

分社E
データ駆動基盤

データ
ウェアハウス

データレイク

データ駆動基盤

データマート データマート

データカタログ

アクセス権申請
WF

各データ駆動基盤からデータ抽出・加工

データの所在・定義情報の集約

データ利用者

必要データの探索と
アクセス権要求

データガバナンス
スポンサー

データガバナンス
監督者/部門

データガバナンス実行部隊

分社A 分社B 分社C 分社D 分社E

課題の報告ルールの実行
指示・監督

データ
ガバナンス

ルール

作成・編集ルールに基づく運用

デ
ー
タ
駆
動
基
盤

デ
ー
タ
活
用
層

源
泉

他基幹
など

販売SAP 他ERP
など

製造SAP
など

SFDC
など

他ERP
など

他Cloud
など

相談

・ ルール策定、順守状況監督
・ 課題対応、ガバナンスアップデート

・ ルール実行
（データ登録など）
・ 順守状況監視

・ 全体監督、支援
・ 予算の申請および取得

データカタログポータル
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実装・運用までを円滑に実施するデータ分析ライフサイクル

 データ分析基盤は、データ準備から意思決定までの分析サイクルを円滑に実行し、
データの価値を最大化します。

 分析結果は業務上のアクションにつなげないと意味を成しません。

企画・計画 価値効果及び業務実現性の検証 システム運用とKPIモニタリング・改善

アナリティクス・ライフサイクル企画・計画ステップ

• 業務のあるべき姿の検討
• 情報活用テーマ・シナリオ

イメージの策定
• テーマ・優先順序の整理

と検証計画策定
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製造業バリューチェーンにおけるデータ分析例

生産技術研究・技術開発 製造 調達・
物流 販売 アフター

サービス

最適化・
アクション

データ
蓄積・
可視化

予測

要因分析

在庫管理

設計管理/BOM/レシピ

技術文献/特許

実験データのリポジトリ

アナリティクスのステップ

ERP/MES/PLC/DCS/PIMS

SCM/CRM

顧客管理システム

バラつき
要因分析

市場分析
顧客分析 故障分析

需要予測

市況分析
サプライヤ評価

設備故障
要因分析

故障予兆検知画像・
テキスト
解析

データ解析と
シミュレーションに
よる材料開発

調達・ロジ
最適化 問合せ対応 製品のサービ

ス化
操業最適化設計・レシピ・デザインの

最適化
設備パラメータ最適化

不良
要因分析

故障予兆検
知品質予測

量
産
化
設
計

現場 (人・設備) へのフィードバック
投
資
対
効
果

企業の意思決定
＝アナリティクスの

アウトプット

データレイク

データの移動や加工、可視化

分
析
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

Through Analytics Lifecycle

調達計画製造計画 販売計画

経営計画

最適製造パラメータ レコメンド価格戦略

開発計画・ロードマップ

最適設計値

データ
生成

Copyright © SAS Institute Inc. All r ights reserved.
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Panasonic Solution Technologies Co., Ltd.

データ駆動経営を支えるソリューションモデル 39

APF

会計販売 フロント

作れる国産ERPを中心に開発基盤・データ連携基盤・データ分析基盤を配備



お問合せ先：
パナソニック インフォメーションシステムズ（株）
DXコンサルティング室
yamada.ben＠jp.panasonic.com
https://service.is-c.jpn.panasonic.com/

※記載された社名および商品名などは、それぞれ各社の商標または登録商標です。
※内容および対象商品については、予告なく変更する場合があります。

ご清聴ありがとうございました

オンライン
名刺はこちら

https://service.is-c.jpn.panasonic.com/

	スライド番号 1
	スライド番号 2
	アジェンダ
	PX紹介�　Panasonic Transformation
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	PX Panasonic Transformation
	パナソニックのPX
	スライド番号 9
	VUCA時代のデータ駆動型経営基盤
	VUCA時代のビジネス環境の変化
	ERPのトレンド　~未来志向へ~
	データ駆動型経営基盤の必要性　~ヒアリング・調査の限界~
	データ駆動型経営基盤の必要性　
	データ駆動型経営基盤の整備
	データ駆動経営を支えるソリューション��① コンサルティングサービス�② 作れる国産ERPパッケージ	Biｚ∫　�③ アプリ開発プラットフォーム	イントラマート�④ データ連携プラットフォーム	AI-OCR  ASTERIA�⑤ データ分析プラットフォーム
	コンサルティングサービスメニュー（構想企画、RFP策定、PKG選定）
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	豊富な採用実績を持つ国産ERP - Biz∫(ビズインテグラル) -
	Biz∫の特長 〜ユーザ中心型ERP〜 ポータル画面から業務アプリへのシームレス連携
	Biz∫の特長 〜ユーザ中心型ERP〜 ワークフローエンジンが実現する迅速な意思決定
	Biz∫の特長 〜ユーザ中心型ERP〜 ワークフローエンジンが実現する迅速な意思決定
	Biz∫の特長　〜機能開発の容易性〜
	　パナソニックのAI-OCRソリューション
	　注文書・請求書AI-OCR 3つの特長
	　充実した便利機能
	　多様なシステム連携（属性付与機能）
	データ連携 16年連続No.1シェア ASTERIAの取組み
	ASTERIA Warp・Salesforceアダプター 導入実績
	データ＆アナリティクスソリューションのワンストップ提供�
	データ分析基盤導入の進め方�
	データ駆動経営を加速するためのデータ分析基盤の全体像��
	データ分析基盤の概要�
	グループA社向けデータ分析基盤事例�
	グループB社向けデータ分析基盤事例�
	実装・運用までを円滑に実施するデータ分析ライフサイクル��
	製造業バリューチェーンにおけるデータ分析例��
	スライド番号 39
	スライド番号 40

